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I，はじめに

昭和36年度以来．科学技術庁から委託された調査で．

昭和46年度分について述べる。

I 調査方法

表 l 調査対象

調査試料 採取場所 I検体

野 菜（キャベツ） 南秋秋田市田郡若美町I4 

各 1果
実（リンゴ） 鹿乎角鹿郡郡花平鹿輪町町 1 4 

牛 乳（原 乳） 秋田市 I 4 

種 I
| 鯛 男鹿市 -| 2 

食 I 魚類 I✓、クハク 男鹿市 I 2 

ク ラ男鹿市

鯉 秋田市添川

米 秋田市．本荘市|4

水I上 水（原 水） 1癸累儡浄水場 I 4 

地深さに250ロ1秋田市 1 2 

ぷ I I秋田市

そのI芸向箪溢盗卜に 1秋竺
シソチレーションサーペ
ーによる空間線量測定 1秋田市
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B 測定方法

試料の処理および測定方法は．科学技術庁編「放射能

測定法 (1963)」に従った。

使用した測定装置は次のとおりである。

1 全賎線放射能測定

計数装置 日本無線TDC-IOI型

計数管 日本無線GMー2504B

（但し昭和47年 1月27日以降はGM

-2503A) 

＊秋田県衛生科学研究所．所長 ＊骨 // 

A 調査対象

試料品目，採取場所，検体数について．当衛生科学研

究所で測定したものを表 1に示し．核種分析の為に当所

で前処理して中央に送付したものを表2に示す。

表2 送付試料

試料名 I 採取場所 件数I 送付先

牛乳（原乳） I秋田市 4 I日本分析研

日 都市成人 I秋田市 I 2 I放医研

常 農村成人 1南秋田郡若美町 |2 I ’ 食
農村幼児i南秋田郡若美町 |2 I ’ 

上 原 水 1奥 翡 浄 水 場 I 4 I ’ 
水 蛇口水 1嬰嬰儡浄水場 I 4 I ’ 
野菜（大根） I河辺郡雄和村 |2 I日本分析研

淡 水 1秋田市添川 2 I 
, 

淡 水 魚 1秋田市添川 I 2 I ’ 
海 水 1由利郡平沢 I 4 I放医研

土壌（草地） 1秋田市金照寺山 |2 I ’ 
河底土 1各翡門太平／II)I 2 I ’ 
雨 水ちり 1秋田市衛研 I 12 I日本分析研

血 液 I 喜EBRf市センク~) 10 I ’ 
マイカ窓の厚さ 1.9町／c』 （但し昭和47年 1月27日

以降は1.5町／cヽ）

窓からの距離 約10m

比較試料 KC.R,,およびU,0,(soodps) 

試料皿 ステソレス製．内径251111'1，高さ 6四

厚さ0.3111111

2 空間線量測定

a, モニクリングボスト

検出器 富士通製PSー-532型

試験検査部．理化学検査科
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レートメークー 富士通製llTOll-2型・

デスクリルレベルo.o3MeV

時定数 100sec 

Range IQQcps 

Gain .  1 

電圧 l050V 

記録計 横河製ERB-10型

Chart speed 25•罵／hr

b,サーペメークー

．測定機器 日本無線Tc.s-121c型

シソチレークー NaI (T_R,) 

標準線源 "'Cs 10μci 

測定条件 地上 1m, 時定数10sec

表3 雨水の全 P線放射能値

直測定成 績

A 雨水

定時採水による雨水の全P線放射能値を表 3に示す。今

年度はII月18日． 1月7日．および 3月18日の 3回． 中

共核実験が行われているが． II月と 3月には特に高いと

思われる放射能は検出されなかったが． 1月の実験時

に． 実験後6日目の雨水から 1879.4pci/£と云う比較

的高い放射能が検出された。そして．この月の平均放射

I 

讐蓬翫且
測定降水量

月別
回数皿

昭46.4 5 69.8 544.3 44.2 243.7 11.4 

5 5 49.1 516.2 3.0 174.7 3.7 

6 7 124.0 385.4 12.2 188.5 14.t 

7 7 175.5 116.5 0 49.4 7.4 

8 4 128.5 38.2 23.3 32.3 4.4 ， 5 89.6 56.4 5.9 36.0 3.( 

10 4 61.5 35.4 5.8 • 19.3 0.1 

II 8 40.0 254.5 14.9 78.0 2.《

12 7 72.5 132.5 35.5 69.5 4.5 

昭47. I 9 103.5 1879.4 83.9 550.1 50.! 

2 5 18.8 128.6 28.1 69.7 1.3 

3 4 45.2 84.7 19.6 54.7 2. I 

能および降下量が．降水量に比して他の月より高い数値

を示したことは．明らかに核実験の影響であると考えら

れる。

これまで行われた中共の核実験時における秋田県の影

響を示すと表4のとおりである。

表 4 核実験時における雨水の最高値

（全 P線放射能）
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実験実施影響初期 最 高 値

年月日 出現年月日 PCi/¢ | mci/k叩］

39.10.16 I 39.10.20 I 29700. 1 

40. 5.14 I 40. s.20 1 12010. 1 

41. s. 9 I 41. s.・10 i 6189. I 

;1. 10.27 | 41. I I. 4 | 1527. I 

41.12.28 I 42. I. 2 I 3228. I 

42. 6.17 I :t ~混 I 60.. 

42. 12.24 | :3: lf:2; 1 ょ；」
43. 12. 27 | :i ：且：iH-----fl
44. 9.23 I 44. 9.28 1 67. I 

44. 9.29 ~ 
45. IO.14 | 45.IO.23 |--で8.3!

46.11, 18 ~.」
47.1.7~ 

47. 3.18 I 47. 3.20 I 32.81 

362.31 

43.21 

47.of 

18.91 
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TNT火薬
堅ロトソ

TNT火薬
数10キロトン＇

TNT火薬
20~200キロトソ

TNT火薬
一—←ー·-

20~30キロトソ

TNT火薬
200~300キロトソ

TNT火薬
数メガトソ

TNT天薬
20キロトソ以下

TNT火薬
約3メガトソ

不明

TNT火薬
3メガトン相当

3メガトン級

TNT火薬
20キロトソ相当

式 T火薬
20キロトン以下

20~200 
キロトン群磨
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B 各種食品，上水

表5に各種食品．上水の測定成績を示す。前年度と大

差ない放射能レペルで．何れも異状値は認められない。．

表 5ー（1) 各種食品．上水の全 P線放射線値

採坂 測定生鱈| ! K 比較数試料率 | 自 然i灰試当料分（り含5計00k数)町率| 放射能強度（除K) ， 平（前pc均年i/度'I値） 
種類 り 灰分中

計 計数率！ 灰分9当り I 生体9当り年月日 年月日 ％ 1 % cpm cpm | p C p C 
cpm.I  I 」

牛 乳46. 4.23I 」46.5. 4 0.65 18.2 I 47.4土1.5 14.7土0.527.o土1.3 88.0土14.5 0.57土0.10

II 46. 7. 846. 7.16 0.74 25.9 48.2土1.6 16.9土0.523.8土1.3 4.2土17.6 0.03土0.13
0.31 

‘’ 46.10. I I 46.10. 16 0.64 13.S 50.S土1.6 15.5土0.520.5土1.3 60.2土13.7 0.37土0.08 (0. 15) 

II 47. 1.1047. 1.14 0.72 18.5 44. 7土1.5 14. 7土0.5 19.9土1.2 37. I土15.4 0.27土0.11

キヤベッ 46. 7.20 46. 8. 3 0.67 30.0 50.4土1.6 16.2士0.538.8土1.4 80.4土18.6 0.54土0.12

／ヽ 46. 7.22 46. 8. 3 0.52 29.0 50.4土1.6 16.2土0.543.3士1.5 123.7土19.2 0.64土o.10 
0.78 

‘’ 46. 9.20 46. 9.23 0.75 30.0 48.3土1.6 16.8土0.5 37.8土1.4 84.7土10.9 0.63士0.08 (0.24) 

// 46. 9.21 46. 9.231 0.90 25.0 48.3土1.6 16.8土0.5 40.1土1.5 143.4土19.3 1.29土0.17

リンゴ 46.10. [9 46.11. 5 0.25 36.5 47.8土1.5 14.5土0.542.8土1.5 82.7土21.7 0.21土0.05

II 46.10.20 46.11. 5 0.31 37.5 47.8土1.5 14.5土0.5 43.6土1.4 79.6土21.8 0.25土0.07
0.22 

II 46. I 1.17 46.11-.24 0.41 28.7 49.0土1.5 15.3土0.532.4土1.4 46.3土18.4 0.19土0.08 (0.10) 

” 46.11.17 46.11.241 ！ 0.38 29.6 49.0土l.5 15.3土0.534.7土1.4 57.9土18.6 0.22土0.07

表 5一(2)

採取 測 定生り体灰分当
灰分%k中 比計c較数p試m率料 計自 数 然率

試料分（含5計0K0数)n率g 
放射能強度（除K)

平（p前c均年i/度'I値） 種 類

` 
灰分9当り I 生体9当り年月日 年月日 ％ cpm 

cpm 
pc1 pc1 

米 46. 9.28 47. 3.24 1.06 13.5 47.6土1.5 12. 7土0.5 18.1士I.1 44.2土12.6 0.47土o.13 

‘’ 46.10. 4 47. 3.24 I.II 14.5 47.6土1.5 12.7土0.5 18.5土I.I 45.1土12.9 0.50土0.14
0.46 

’ 46. 9.23 47. 3.24 1.18 14.0 47.6土1.5 12.7土0.5 18.0土I.I 45.1土12.8 0.53土0.15 (0.36) 

‘’ 46.10. 5 47. 3.24 1.20 15.5 47.6土1.5 12.7土0.5 17.2土l.l 26.4土13.1 0.32土0.16

鯛 | 46. 5.17 46. 5.28 1.48 22.3 48.7土I.5 15.2土0.529.7土1.3I 74.8土15.8 1.11土0.23 0.88 

‘’ 46. 6. 3 46. 6.11 1.31 26.5 45. I土1.5 16.6土0.528.3土1.3 49.4土18.8 0.65士0.25 (0.26) 

鯉
I 
46. 5.12 46. 5.27 1.05 22.3 48.7土l.5 15.2土0.529.7土1.3I 74.8土15.| 0.79土o.17 0.81 

// 46.11. 5 46.11.16 1.04 20.0 47.7土1.5 15.2土0.527.6土1.3 79.8土15. 0.83土0.17 (0.65) 

ハタハタ| 46.11. 3 46.11.12 I. 15 18.0 47.7土1.5I 15.0土0.520.1土1.3 31.4土14.6 0.36土o.17 0.52 

II 46.12. I 46.12.21 1.45 19.3 44.6土1.5 13.9土0.522.5土1.2 55.4土15.9 0.67士0.19 (0.71) 

クラ ド|“ .11. 3 
46.11.12 1.12 18.3 47.7土1.5I 15.0土0.527.0土1.3 87.5土15.5 0.98土0.17 0.81 

//.12.23 47. 1.13 0.04 20.0 44.2土1.5 15.0土0.521.7土1.2 44.0士16.5 0.64土0.24 (0.55) 
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表 5一侶）上 水

採 水 I採水

地 点 l部位

水温 1採 水 I測 定 試 料 率 cpm 放射能強度蒸発平均値

°C 年月日 1年月日 1比較試料 1自然計数率陀翌戸IPCI/、Iml環評
秋田市 1

大木屋浄水場1原水

’ /I 

15.:I:66i.3:：：：只：！！4477,6土21.216.1土0.5|-0.3土0.9|―o.91土2.71 78.5 

18.o| l l :00 14 : 004557.8土21.2,16.8土0.5, 0.6土1.01 1.77土2.951 81.21 L 1~5! 

4.o!46i行。；i46ぷ乱4177.9土20.5 14. 1土0.5 0.9土0.8 2.91土2.59: 74.7| (2.32)| 
I 

’ ’ 

’ ’ 4.0147 iぶ訳。予品4143.0土20.4112.2土0.51 0.7土0.8, 2.28土2.61I 56.3 

C 土壌

表6に測定成績を示す。秋田市金照寺山から採取した

草地の土壌で， 前年度同様に深度の大なる部分が高い測

定値を示した。

表 6 土壌の全fJ線放射能値

□ :;1能m強。こ

I I草地lo~semi1. 1s3j6.31土o.s31226.0B土19.C
・-

2 l草地|o~20m|1,451|6.00土0.61|931斑土94.1

D 空間線量

l モニクリソグボストによる測定値

周年連続測定であるが，月別平均成絨を表 7に示す。

上値平均値．下値平均値．総平均値の何れも 1月分が梢

々高い数値を示したことは．雨水にも現われたように中

共核実験の影響であると考えられる。

表7 モニクリングボストによる空間線量測定値

月 別 l上應了愚叫渭了摂叫塾可均値
昭和46年

4月分 13.4 12.4 12.71 

5月分 13.9 12.5 12. 

6月分 14.4 12.5 13. 

7月分 14.4 12.4 12. 

8月分 13.9 12.3 12. 

9月分 13.7 12.3 

10月分 14.J 12.4 12. 

II月分 14.0 12.4 12. 

昭和47年
12月分 14.4 12.3 12.91 

1月分 14.8 12.7 13. 

2月分 14.0 
12. :1 13.1 

3月分 14.2 12. 13.1 

2 サーベメークーによる測定値

同一地点で測定した12回の成績を表 8に示す。多少の

バラ付きはあるが， 7.2~10.aμR/hrのレベルであ

る。

表8 シンチレーショソサーペメークーによる

空間線量測定値

測定場所 l胃月日時募 I天候JμR/hr 

昭 1 ! 
秋田市秋田大学構内146.5. 2.14.00' 昭 9.2' 

I 
'|  6.24. 14.oo| 9 10.o 

// I 7.20.14.00I // I 10.8 

' |  8.24. 13.00 9 10.6| 

// • f 9. 8.14.001 // I 9.9 

// I 10.1a.10.3oくもり 8.8 

// I 11.26.14.001 // I 9.1 

// I 12. 9.14.00 晴 9.4
昭

// 147. 1.19.14.001 // I 7.3 

// I .2.10.11.00くもり 7.~ 

// I 2.23. I 1.001 // I 7.8 

// I 3.30. 11.oo: 晴 7.2

w 詰 語

3回行われた中共核実験の中． 11月と 3月：、こは殆ど影

響は認められなかったが． 1月の実験時には，雨水おょ

びモニクリングボストによる空間線量に．その影響が認

められた。

各種食品．上水等は前年度と殆ど同じようなレベルを

示し．特に高い異状値は検出されなかった。
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